
●
会
派
視
察
研
修
か
ら
思
う
こ
と

●
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
の
そ
の
後
の
推
進
状
況

　

に
つ
い
て

　
　

令
和
元
年
６
月
の
定
例
会
に
提
案
し
た

「
平
戸
城
千
本
桜
整
備
事
業
」
が
３
か
年
実

施
さ
れ
た
。
事
業
終
了
と
な
っ
た
経
緯
を
尋

ね
る
。

市
長　

平
戸
城
宿
泊
施
設
整
備
事
業
と
平
戸

城
大
規
模
改
修
事
業
に
合
わ
せ
、
令
和
元
年

度
よ
り
３
年
間
植
栽
し
た
。
終
了
の
理
由
は
、

平
戸
城
内
に
伐
採
を
せ
ず
に
植
栽
で
き
る
場

所
の
確
保
が
出
来
な
か
っ
た
。

　
　
「
亀
岡
の
杜
」
と
し
て
植
栽
を
続
け
て

も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
た
。
新
年
度
で
50
本

の
植
栽
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
６
年

度
に
向
け
て
も
計
画
し
て
欲
し
い
。
こ
れ
は
、

平
戸
観
光
の
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る
。

考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長　

桜
は
日
本
を
代
表
す
る
樹
木
。
県
内

屈
指
の
桜
の
名
所
と
な
る
よ
う
、
継
続
的
に

持
続
発
展
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
り
、
担

当
課
、
地
権
者
と
協
議
し
な
が
ら
、
城
郭
と

石
垣
を
桜
の
魅
力
で
演
出
す
る
な
ど
、
調
和

の
と
れ
た
桜
の
杜
に
す
る
。

　
　

消
防
本
署
で
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
経
緯
を
時
系
列
で
説
明
を
求
め
る
。

消
防
長　

平
成
27
年
か
ら
令
和
４
年
に
か
け

て
、
一
係
長
が
指
導
の
範
囲
を
超
え
、
長
期

に
わ
た
り
複
数
職
員
に
暴
言
な
ど
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
行
い
、
昨
年
10
月
に
幹
部
職
員
と

人
事
課
へ
の
相
談
で
発
覚
し
た
。

　
　

４
人
の
退
職
者
が
出
て
、
市
の
貴
重
な

人
的
財
産
が
失
わ
れ
る
。
相
談
体
制
が
し
っ

か
り
し
て
い
れ
ば
早
期
解
決
が
で
き
た
と
思

う
。
被
害
者
や
残
る
職
員
に
向
け
、
こ
の
議

論
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
と
の
思
い
か
ら
質

問
す
る
。
所
属
長
、
人
事
課
窓
口
の
２
か
所

で
苦
情
の
申
出
お
よ
び
相
談
が
で
き
る
こ
と

の
周
知
も
さ
れ
て
い
な
い
。
抜
本
的
な
対
策

を
策
定
し
て
い
る
の
か
。

消
防
長　

寝
食
を
共
に
し
た
職
員
が
辞
め
て

い
く
こ
と
は
、
痛
恨
の
極
み
。
市
民
へ
の
信

頼
喪
失
は
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
今

後
、
組
織
体
制
の
強
化
に
努
め
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
に
向
け
た
要
綱
策
定
と
体
制
作
り

を
行
う
。

　
　

策
定
に
は
、
副
市
長
も
関
わ
る
べ
し
。

副
市
長　

市
民
の
生
命
、
財
産
を
預
か
る
消

防
で
起
き
た
事
で
は
あ
る
が
、
本
市
行
政
全

体
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
こ
と
を
重
く
受
け

止
め
る
。
管
理
職
の
資
質
向
上
、
職
員
間
で

も
気
づ
き
早
く
相
談
で
き
る
体
制
作
り
や
、

風
通
し
の
良
い
職
場
作
り
、
ま
た
不
足
す
る

人
員
体
制
な
ど
課
題
は
多
い
が
、
職
員
が
覚

悟
を
も
っ
て
一
丸
と
な
り
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
に
な
る
よ
う
再
発
防
止
に
努
め
、
し
っ

か
り
と
助
言
す
る
。

QQQQQ QQ

近
藤　

芳
人
（
新
派
ク
ラ
ブ
）

　
　

大
石
知
事
が
誕
生
し
、
県
北
地
区
の
医

師
不
足
解
消
に
向
け
て
動
き
が
あ
る
と
聞
く
。

そ
の
概
要
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

市
長　

昨
秋
、
県
病
院
企
業
団
長
、
県
医
師

会
長
と
面
談
を
行
い
、
市
立
病
院
の
厳
し
い

現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
。
平
成
30
年
の

統
計
に
よ
る
と
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
医

師
数
が
全
国
平
均
２
４
６
・
７
人
、
県
平
均

３
２
０
・
７
人
、
平
戸
市
は
１
６
８
・
６
人
。

ま
た
12
月
に
県
か
ら
「
長
崎
県
医
師
確
保
計

画
に
基
づ
く
医
師
少
数
ス
ポ
ッ
ト
の
指
定
を

早
急
に
検
討
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
本
市

へ
の
養
成
医
派
遣
に
つ
い
て
調
整
し
た
い
」

と
説
明
を
得
た
。

　
　

救
急
搬
送
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

消
防
長　

今
年
度
の
本
市
救
急
出
動
は
、
１

７
７
０
件
、
搬
送
人
員
が
１
５
８
６
人
。
病

院
収
容
ま
で
の
時
間
は
平
均
約
36
・
８
分
で

県
内
平
均
よ
り
約
７
分
速
い
。
海
路
搬
送
は
、

チ
ャ
ー
タ
ー
船
13
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し

て
い
る
が
、
24
時
間
３
６
５
日
を
通
し
て
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
平
戸
市
緊

急
離
島
搬
送
事
業
協
力
金
を
来
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
る
。
海
上
が
し
け
の
場
合
は
、

県
危
機
管
理
課
に
搬
送
を
要
請
し
、
県
防
災

ヘ
リ
、
海
上
保
安
庁
、
自
衛
隊
の
機
関
で
一

番
早
く
出
動
で
き
る
機
関
で
の
搬
送
と
な
る
。

こ
れ
以
外
に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
あ
る
。
海

保
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
夜
間
飛
行
が
可
能

で
あ
る
。

　
　

離
島
の
ま
ち
協
で
は
交
付
金
を
フ
ェ
リ
ー

運
賃
補
助
に
充
て
て
い
る
。
ま
ち
協
交
付
金

の
離
島
加
算
（
現
状
１
人
１
０
０
０
円
）
を

増
や
し
て
も
い
い
と
思
う
。
ま
た
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
離
島
活
性
化
基
金
を
原

資
と
し
た
補
助
も
あ
る
が
、
今
後
基
金
の
積

み
増
し
は
厳
し
い
。
こ
れ
が
枯
渇
し
た
場
合
、

現
在
の
支
援
は
打
切
り
に
な
る
の
か
。

総
務
部
長　

３
年
後
の
見
直
し
時
に
検
討
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

財
務
部
長　

交
通
費
を
は
じ
め
と
す
る
、
離

島
の
格
差
是
正
策
は
、
同
基
金
の
運
営
状
況

に
関
わ
ら
ず
市
が
行
う
べ
き
と
認
識
す
る
。

今
後
も
財
源
手
当
に
留
意
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
き
た
い
。

　
　

平
戸
市
へ
の
移
住
者
は
若
い
方
（
40
代

以
下
）
が
多
い
。
現
状
、
住
宅
を
購
入
す
る

際
の
補
助
は
あ
る
が
、
賃
貸
に
つ
い
て
は
な

い
。
若
い
移
住
者
が
求
め
る
の
は
住
宅
購
入

で
は
な
く
賃
貸
物
件
の
充
実
と
入
居
時
の
補

助
だ
。

財
務
部
長　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
な
の
で
、

本
市
に
お
け
る
制
度
創
設
も
含
め
、
効
果
的

な
施
策
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
し
た
い
。

辻　

賢
治
（
政
和
会
）

●
平
戸
城
千
本
桜
整
備
事
業

●
消
防
本
署
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

事
案

QQ QQ

QQQQ

QQ QQ

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
始
ま
る
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
平
戸
観
光
地
力
向
上
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
中
に
お
い
て
、
観
光
地
平
戸
の
再

生
を
図
る
た
め
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
考
え
方
は
。

市
長　

観
光
誘
客
対
策
や
平
戸
な
ら
で
は
の

テ
ー
マ
観
光
を
活
用
し
た
体
験
型
コ
ン
テ
ン

ツ
の
創
出
な
ど
、
住
民
一
体
と
な
っ
た
観
光

地
づ
く
り
を
中
心
に
進
め
る
と
と
も
に
、
令

和
５
年
度
は
、
新
た
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
）
構
築
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

か
ら
、
後
期
計
画
と
連
携
し
た
観
光
振
興
を

図
る
。

　
　

Ａ
Ｄ
Ｔ（
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ

タ
ウ
ン
）
の
認
証
式
が
行
わ
れ
た
が
。
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

Ａ
Ｄ
Ｔ
と
は
、
地
域

に
散
ら
ば
っ
て
い
る
空
き
屋
を
活
用
し
、
建

物
単
体
で
は
な
く
地
域
一
体
を
ホ
テ
ル
と
す

る
イ
タ
リ
ア
発
祥
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
　

Ａ
Ｄ
Ｔ
の
正
式
な
認
証
を
受
け
る
た
め

の
条
件
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

事
業
実
施
で
き
る
運

営
者
を
４
月
か
ら
公
募
し
、
６
月
下
旬
に
事

業
者
を
選
定
し
た
後
、
本
市
独
自
の
Ａ
Ｄ
Ｔ

計
画
を
作
成
し
、
正
式
認
証
に
向
け
た
事
業

推
進
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

　
　

Ａ
Ｄ
Ｔ
に
対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
我
々
が
推
進
し
て
き
た
観

光
戦
略
は
決
し
て
間
違
い
で
も
な
い
し
、
こ

れ
か
ら
そ
の
ベ
ク
ト
ル
は
ど
ん
ど
ん
推
し
進

め
て
い
く
。
先
行
し
て
き
た
景
観
形
成
の
崎

方
町
城
下
町
を
中
心
に
、
ど
ん
ど
ん
と
そ
れ

に
似
た
よ
う
な
農
村
地
域
が
こ
れ
に
連
動
し

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
　

基
幹
産
業
で
あ
る
平
戸
市
の
水
産
業
に

お
い
て
、
人
手
不
足
が
原
因
で
経
営
を
圧
迫

す
る
深
刻
な
状
況
が
迫
っ
て
い
る
現
状
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

こ
の
３
年
間
で
の
就
業
者

数
は
、年
平
均
で
25
人
減
少
し
て
お
り
、年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
厳
し
い
現
状
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

　
　

平
戸
市
の
水
産
業
が
持
続
可
能
な
産
業

に
す
る
た
め
の
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

漁
業
団
体
と
も
連
携
し
て
、
支
援
を

我
々
も
今
後
考
え
て
い
き
た
い
し
、
平
戸
市

単
独
で
は
な
く
、
県
や
県
内
の
お
互
い
の
離

島
や
浜
を
持
つ
自
治
体
と
連
携
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

QQQQQQ

QQ QQ QQ

　
　

２
０
２
２
年
の
台
風
14
号
の
際
、
停
電

復
旧
ま
で
丸
２
日
以
上
か
か
っ
た
地
域
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
健
常
者
で
す
ら
生
活
に
支

障
を
来
た
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
独
居
世
帯
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
に
と
っ
て
は
、
明
か
り
が

点
か
な
い
、
電
気
が
使
え
な
い
状
況
は
、
た

だ
不
自
由
、
不
便
の
レ
ベ
ル
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
。
そ
こ
で
、
行
政
と
し
て
大
規
模
停
電

の
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
新
年
度
の

施
策
で
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
災
害
時
に
お

け
る
避
難
所
の
未
整
備
品
の
調
達
状
況
は
。

市
長　

大
規
模
停
電
対
策
に
対
す
る
予
算
措

置
は
、
九
州
電
力
㈱
で
対
応
す
る
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。
市
は
、
事
前
の
停
電
防
止

対
策
や
早
期
復
旧
に
向
け
た
要
請
を
行
う
立

場
に
あ
る
。
新
年
度
に
お
け
る
防
災
に
関
す

る
予
算
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
、
自
主
防
災

組
織
の
資
機
材
整
備
や
一
時
避
難
所
開
設
に

係
る
補
助
金
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

次
に
避
難
所
用
資
機
材
の
整
備
状
況
は
、
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
発
生
初
期
の

生
命
維
持
や
生
活
に
最
低
限
必
要
な
物
資
に

つ
い
て
は
、
備
蓄
を
行
い
、
現
在
は
充
足
し

て
い
る
。

　
　

小
城
市
が
全
国
的
に
初
め
て
取
り
組
ま

れ
た
「
小
城
市
庁
舎
防
災
機
能
強
靭
化
事

業
」
と
い
う
太
陽
光
を
利
用
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
し
た
取
り
組
み
。
24

時
間
３
６
５
日
対
応
が
で
き
、
電
気
料
の
節

減
、
CO2
の
削
減
に
も
効
果
が
あ
り
、
発
電
、

蓄
電
池
を
利
用
し
、
避
難
所
の
運
営
も
で
き

る
。
こ
の
様
な
先
進
的
な
良
き
事
例
は
、
ぜ

ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
中
南
部
地

区
に
こ
の
様
な
発
電
施
設
が
取
り
込
め
ら
れ

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う

が
。

市
民
生
活
部
長　

昨
年
11
月
か
ら
地
域
脱
炭

素
実
行
計
画
策
定
業
務
案
を
業
務
委
託
し
て
、

各
公
共
施
設
の
事
業
化
可
能
性
調
査
を
実
施

中
。
主
な
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
太
陽
光

発
電
設
備
、
蓄
電
池
設
備
を
導
入
可
能
か
ど

う
か
、
ど
れ
だ
け
そ
こ
で
発
電
で
き
る
か
、

蓄
電
で
き
る
か
、
そ
の
周
り
に
ど
う
い
っ
た

波
及
効
果
が
で
る
の
か
、
事
業
性
と
し
て
採

算
が
成
り
立
つ
の
か
な
ど
今
年
度
内
に
ま
と

め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
特
に
災
害
拠
点
と

し
て
各
地
区
に
あ
る
公
共
施
設
に
は
、
太
陽

光
発
電
設
備
を
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、

停
電
し
た
後
の
対
策
対
応
を
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
不
自
由
に
な
ら
な
い
対
策
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
大
規
模
停
電
対
策
に
つ
い
て

各議員の　　　から一般質問の録画中継をご覧いただけます。QRQRQRQRQR

●
今
後
の
観
光
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
水
産
行
政
に
つ
い
て綾
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浩
（
新
波
ク
ラ
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）

松
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実
（
平
戸
市
民
ク
ラ
ブ
）

３月定例会３月定例会３月定例会３月定例会３月定例会一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問 ３月定例会３月定例会３月定例会３月定例会３月定例会３月定例会 一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問
文責はいずれも本人です。

意
見

とかいせん
平戸市議会だより　2023. 5. 1発行

とかいせん
平戸市議会だより　2023. 5. 1発行

1415

QQQQ


